
はじめに
　国土交通省では、平成 15（2003）年に公表した美しい国づくり政策大綱の中で、
公共事業における「美しさの内部目的化」を宣言しました。また、景観法の施行（平
成 16年）によって地方自治体における景観形成の取り組みがこれまでに増して広
がりを見せています。こうした状況から、公共事業の実施において「よい景観」を
生み出すことへの必要性と社会的要請が以前にも増して高まっています。
　公共事業における景観形成を図る上での具体的な取り組みとして、国土交通省で
は、景観検討の手続きや枠組みを示す「国土交通省所管公共事業における景観評価
の基本方針（案）」を策定し、平成 16年から直轄の 44事業を対象として試行し
ました。平成 19年にはこれを「国土交通省所管公共事業における景観検討の基本
方針（案）」として改定し、全ての直轄公共事業を対象に運用を始めました。また、
平成 18年度に道路や河川など各事業分野の景観形成ガイドラインが出揃い、景観
を考える際の技術的指針を示しました。
　このように公共事業における景観形成について、体制や手続き、技術指針の整備
を進めていますが、土木分野では景観・デザインに配慮した設計を行う際に参考と
なるような「よい事例」を集めて解説した資料集がほとんどありません。
　公共事業の現場で景観形成の方向性を議論し、具体的な設計に反映させていくに
は、これまでどのような事例がよい景観として評価されてきたのかを予備知識とし
て知っておく必要があります。また、折りに触れて先人のすぐれた計画・設計の考
え方を参照することは、全ての技術者にとって重要なことです。しかし、現状では
残念ながらそれができる環境が整っているとはいえません。
　そうした状況を踏まえ、土木構造物の規範的デザイン事例を選定し、公共事業に
おける「よい景観」の方向性を示すとともに、景観・デザインに配慮した計画・設
計の際に参考となる技術的情報を整理したのが本資料です。
　本資料が、公共事業の計画・設計に携わる行政担当者やコンサルタント等の多く
の方々に参照・活用され、我が国の公共空間において良好な景観形成を進める上で
の一助となれば幸いです。
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刊行によせて
　土木のデザインを志す者にとって、最良の教師は実在するものであり、その
ものが存在する現実の空間である。美しい橋、気持ちのよい水辺、それらに感
動することによって、自分もデザインをしてみたいという情熱が生まれる。
　この感動に続く学習は専門教育によってもよいし、独学であってもよい。し
かし学習過程にあって少なくとも２つの困難が生ずる。その１は、経験不足の
若い時代にあっては、何がよいもの、よい空間であるかの判断に自信が持てな
いことである。その２は、設計にあってはものの具体的な形、寸法を決める必
要があるのだが、その定め方に自信が持てないことである。
　専門教育の場では講義と設計演習を通じて、教師が様々な示唆を与えてくれ
るであろう。しかし、その教師とて万能ではない。橋には強くとも水辺には弱
いかも知れない。道路・街路、橋、公園、河川、海岸・港湾等と多岐にわたる
土木全般に通じた教材が欲しくなる。これはむしろ、デザインを教える側の教
師の偽らざる心境であろう。
　独学で学ぼうとする者には情況は一層深刻である。何か手掛りが欲しい、出
来れば教材が。どのような橋がよい橋で、その形（プロポーション）、寸法は
どうなっているかを教えてくれる教材が。
　今回の「景観デザイン規範事例集」は以上に述べた若い技術者と技術者の卵
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の要請に応えようとする初めての試みである。土木の各専門分野において実際
にデザインを実践してきた経験豊富な技術者が集まり、編集、執筆、図版製作、
写真撮影に当たった。各専門分野でデザインに定評のある事例を取り上げ、何
故よいのかを可能な限り丁寧に解説した。
　土木の隣接分野である建築では、すでに昭和 17（1942）年に「建築設計
資料集成」が出版され、長らく建築デザインを学ぼうとする若い建築家の座右
の書として使われてきた。本事例集は、この建築の先例に習おうとするものだ
と言ってよい。但し、注意しなければならないのは、単独で完結する建築とは
違って、土木は複数の構造物や施設が連繋して一つのシステムとして機能して
いる点であり、立地と相互の配置が極めて重要となるという点である。又、河
川やダムは言うに及ばず、自己完結した形と思われる橋梁においてすら、大地
の形─地形との関係がデザインにおいて決定的な意味を持つという点である。
　従って本事例集では、施設や構造物の形、寸法にもまして、それらの地形上
の立地と地形との取り合いに記述のスペースをさいている。
　先にも述べたように、本事例集は土木の分野における初めての試みである。
執筆、編集に携わった諸兄の労を多とするとともに、本書が若き技術者のデザ
イン実践や設計演習の友なることを希っている。

平成 20年１月吉日
土木学会　景観・デザイン委員会
土木デザイン集成編集小委員会

委員長　篠原　修
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規範事例集の作成方法

(1) 規範事例集について
　規範事例集とは、公共事業における景観デザインの規範となる事例を集めたもの
である。規範事例は、優れたデザインあるいはスタンダードなデザインとして既に
評価の定まっているもの、及び下記委員会での議論を経て規範たりうるとされた現
存するの構造物とした。対象分野は河川、海岸・港湾、道路・街路・橋梁・公園で
ある。

(2) 検討体制
　本事例集の検討は、土木学会景観・デザイン委員会の中に「土木デザイン集成編
集小委員会」を設けて実施した。

(3) 作成手順
　本事例集の検討は次の手順で行った。
①文献・資料より候補になると思われる事例を収集し、事例リストを作成した。
②各部会において、分野ごとの事業の特徴に配慮しながら事例リストを整理する
視点を整理し、10事例程度を目処に規範事例集に掲載する事例を選定した。
③掲載する事例について、事業の概要や設計の考え方，図面・写真等を入手する
ため資料収集及び現地調査等を行った。
④収集した資料をもとに事例集素案を作成した。
⑤各部会及び親委員会での意見に基づき必要な加筆修正、資料の追加等を行い、
規範事例集として編集した。
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